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被服材料の特性に着目した実習教材の開発と実験授業 
 

 

  青木香保里・岡村好美＊・藤本尊子＊＊ 

 

1. はじめに 

子どもたちの生活経験不足に由来する生活技能の低下もあり、家庭科教育における被服製作実

習が抱える課題は山積している１）。めまぐるしく変化する生活のなかで被服や衣生活も日々変貌

し、子どもたちの生活と家庭科で取り扱う教育内容との乖離を指摘できる 2)。被服製作実習を中

核とした学習を通して有用感や実用感、達成感などを伴った知識や技能を獲得し、子どもたちの

成長・発達に寄与する教育実践が望まれる。 

学習指導要領の変遷をみると、家庭科の男女共学共修を境に被服製作実習に充当する時間数は

大幅に減少し、男女共学共修以降は新設された領域・内容の登場に伴い、被服や衣生活に関する

領域・内容は再編・縮小の傾向にあり、一定のまとまった時間を必要とする被服製作実習を含む

単元や授業の実施が困難になってきている。また、学校教育の教育課程をめぐる最近の動向をみ

ると、「特別な教科」として道徳の設置、小学校で「外国語活動」として英語が設置されるなど、 

直ちに家庭科の時間数増加を望める状況にはない。 

 被服製作実習をめぐる教材開発を概観すると、ショートパンツの製作に代表される男女共学に

対応する実習教材、「繊維－糸－布」の成り立ちの学習を基礎とした実習教材、授業時数の少なさ

や施設設備の不十分さなど限られた資源・教育環境のなかで実施する実習教材、子どもたちの生

活経験不足の現状に対し生涯を見渡し基礎基本となる認識と技能の形成を目指す実習教材など、

いくつかの類型に区分することができる。 

本研究は、材料の特性（本報告では、「熱可塑性（：ヒートセット性）」）に着目した実習教材の

開発を行い、開発した実習教材を教員養成大学において実験授業を実施し、実習教材の改善に向

けた検討を行うことを目的とする。ポリエステルに代表される熱可塑性樹脂（加熱すると加工性

を増す）からなる繊維や糸等の利用は形態の固定や安定に寄与し、被服や衣生活に広く活用され

4)、私たちの生活に利便性や簡便性等、生活の改善や向上に関与している。 

 

2. 被服材料の特性に着目した実習教材の開発 

被服材料の特性に着目した実習教材の開発にあたり、以下の実験を行った 5)。 

2.1 熱可塑性を利用した教材布の実験と評価 

2.1.1 試料布 

本実験では、18 種類の市販ポリエステル布を用いて、熱可塑性を利用した教材布の評価を行っ
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た。比較のために実験用ポリエステル平織布（日本色研）と教材に多用されている綿ブロード（市

販品）を用いた。布構造の確認にはマイクロスコープ（KEYENCE DEGITAL MICROSCOPE 

VHX）を用いた。試料布の特性を Table1 に示す。 

2.1.2 縫い目実験 

 実験用ポリエステル布を並縫いした後に糸を引き締めてできたしわをアイロンで固定した時の

収縮率と、布の一方を吊り下げた時のしわの変形率から、ヒートセット性への縫い目の大きさの

影響を調べた。縫い目は 5mm から 8mm の４種とした。使用針は三ノニとし、糸は 30 番綿糸を２本

取りで用いた。しわの固定は鈴木 3)の方法によった。 

2.1.3 布の扱い方による熱可塑性表示への影響 

縫い目の大きさを一定として、布 1 枚と布をつまみあげて 2 枚にした場合について並縫いを行

い、ヒートセット性への影響を調べた。次いで、18 種類の市販ポリエステル布を用いて、2.1.2

で効果があると認められた縫い目の大きさで並縫いし、布 1 枚と布をつまみあげて 2 枚にした時

の収縮率および変形率を調べた。 

2.1.4 針通りにおける抵抗測定 

 試料布の全 20 種類について、布枚数と三ノニの貫通抵抗の関係を調べた。測定は、フォースゲ

ージ（IMADA ps-5N、SHIMPO FGP-1）を用いた。 

2.1.5 曲げおよび圧縮特性の測定 

 ５種類の布について、KES FB3FB4 を用いて、圧縮特性（圧縮直線性：LC、圧縮仕事量：WC,

レジリエンス：RC）と曲げ特性（曲げ剛性 B、ヒステリシス 2HB）を調べ、2.1.4、2.1.5 の結

果との関係を検討した。測定条件は SPEED：50sec/mm、STOKE：5mm/10V、ZONE：2cm2、

測定は 20±2℃、65±5%RH の環境下で実施した。 

2.1.6 並縫い糸の引き締めによるヒートセット性を利用した製作における官能検査 

 縫い目実験、縫いやすさ実験の結果および布構造の観察結果から、適布・不敵布と思われる平

織布を計 5 種類決定して、熱可塑性を利用した腕カバーの製作における製作のしやすさと仕上が

りについて官能検査を実施した。腕カバーは、短方向の両布端にロックミシンの後 1cm 折って押

さえミシンをかけ、長方向の布端をあわせて輪にしてミシンをかけた後に布端 2 枚を一緒にロッ

クミシンで始末した。製作はこれを用いて並縫いをすることから始めた。腕カバーの製作過程を

図１に示す。 

 製作のしやすさの官能検査は、大学生 5 名を対象として 10 項目のアンケート調査を行った。評

価は 5 段階とし、1 点から 5 点の評価点を与えて布の評価とした。また、各布を用いた製作の所

要時間を自記させた。 

 仕上がり評価は 20 名の大学生を対象として、3 項目のアンケート調査を実施した。評価結果は 

5 点から 1 点の評価点を与えて平均値を求め、官能検査の評価値とした。官能検査項目を表２に

示す。 
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 図１ 製作過程（A 法・B 法）＊上２つ  表２ 官能検査項目 ＊下２つ 
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2.2 結果と考察 

実験の結果と考察を以下に記す。 

2.2.1 ヒートセット効果が大きい縫い目の判定 

 縫い目の大きさを変えてヒートセットした布の、収縮の経時変化を Fig.2 に示す。ヒートセッ

ト直後の収縮率の大きさは縫い目の大きさが 0.6cm≧0.5cm＞0.7cm＞0.8cm となり、自重による

変形の経時変化は縫い目の大きさが 0.8cm＞0.7cm＞0.6cm＞0.5cm であった。縫い目が大きい場

合には単位長さ当たりの目数が少ないために縫い糸を引き締めることによるしわの数が少なく、

平面上に置いて長さを測定する時にヒートセットされたしわが伸びやすく、初期収縮が大になっ

たと考えられる。また、一方を固定することによる変形測定では、しわの数が少ないとしわ１ヶ

所にかかる力が大きくなるために変形が大きくなったと考えられる。変形の傾向は縫い目が

0.6cm と 0.7cm を境にして異なることから、並縫いした糸を引き締めてヒートセットする場合に

は、0.6cm 以下の縫い目が好ましいと考えられる。 

2.2.2 布の扱い方による熱可塑性への影響 

 平らに広げた布に並縫いを行った場合と、0.3cm～0.5cm 程度つまんで枚数を倍にして 0.6cm 以

下の針目で並縫いした場合に、それぞれの縫い糸を引き締めてヒートセットした時の初期収縮と

自重による変形の様子を Fig.3 に示す。初期収縮率は１枚＞２枚＞１枚つまみ＞２枚つまみとな

り、布の枚数が少ない場合に、ヒートセットされやすいと考えられる。枚数が同じ場合では、ヒ

ートセットは布を引っ張りながら行うため、つまんだ布を開く加重として現れ、強力に固定され

たと考えられる。一方、自重による経時変化は、１枚、1 枚つまみ、２枚においては大きな差は

認められず、２枚つまみの場合に変形が小さいことが示された。前述のように、本実験の布の扱

い方の設定は、布枚数によるヒートセット時の縫い糸への加重の影響と捉えることができる。し

たがって、２枚の布を一緒につまんで並縫いし、つまんだ布を広げるように引っ張りながらヒー

トセットすることによって、４方向へ引っ張る力として現れたために、強力にしわの固定が行わ

れたと考えられる。 

 実験用ポリエステル布については、使用布を１枚とした場合は２枚の場合より布の使い方の影

響が不明瞭であったため、市販ポリエステル布の使用枚数を１枚として収縮性および経時変化を

調べた。並縫い糸の引き締めによるヒートセットの初期収縮性について、市販ポリエステル布に

おける布の扱い方の結果を Fig.4-1、Fig.4-2 に示す。比較として、実験用布の結果も示した。市

販布は実験布よりもヒートセットによる初期収縮性は悪い傾向が認められるが、数は少ないもの

の収縮性が良い布もあることが認められた。また、収縮は、１枚の並縫い布がつまんで２枚にし

た場合よりもわずかに大きかった。自重による変形の結果を Fig.5-1、Fig.5-2 に示す。測定に用

いたすべての市販布において実験用布より大きな経時変化が認められ、変形の傾向は布をつまん

で並縫いした場合に小さいことが示された。市販ポリエステル布の結果は、初期収縮が良好であ

ったのは試料番号 9・12・15 で、不適と思われたのは試料番号 2・4・7・10 とほぼ一致した。自
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重による経時変化の結果から不適と思われたのは試料番号 14・16 で一致したが、良好と思われた

のは１枚の並縫いでは 15・11・9・8、つまんで２枚として並縫いした場合には 1・12・15 と異な

る結果であった。実験布の結果を基準にした市販ポリエステル布のヒートセット布としての適・

不適の判別結果を table 1 の各布の基本性能から検討した結果、布の厚みが大きい場合に収縮が

悪く、変形が大きい傾向であるといえる。 

2.2.3 針通りの抵抗測定 

 各ポリエステル布に針が通る時にかかる力と布枚数の関係、および教材布として用いられるこ

とが大きい綿ブロードの結果を Fig.6 に示す。綿より大きな力を要するのは試料番号 2・14・16

の市販のポリエステル布で、ほとんどのポリエステル布は綿布より小さい力で並縫いできること

が明らかであった。また、実験用ポリエステル布との比較から、小さな力で並縫いできるのは試

料番号 11・12・13・15 の市販布であり、これらの結果から、上記の収縮が大きく、変形が少ない

試料布とほぼ一致した。 

 各測定から、縫い糸の引き締めによるヒートセット布として妥当と思われるのは 9・12・15 の

試料布、不適と思われる 2・14・16 の試料布の構造観察結果を Fig.7 に示す。図より、不適布に

は横糸の撚りの強さが共通して認められた。 

2.2.4 縫い糸の引き締めによるヒートセット布としての適・不適と曲げ・圧縮特性 

 上述の結果から、縫い糸の引き締めによるヒートセット布としての適・不適布と考えられた６

種類の布のうち平織布の５枚について、手縫いに影響すると考えられる曲げと圧縮特性の結果を

Fig.8 に示す。これらの結果より、手縫いを利用したヒートセットには柔軟な布が適していると

考えられる。 

2.2.5 縫い糸引き締めによるヒートセットを利用した腕カバー製作における官能検査 

①同一被験者による布枚数による官能検査 

 試料番号 2 の布を用いて基本形に製作したものを準備し、布の扱いによる傾向が明瞭に現れる

２枚の布を開いて並縫い（A法）と、つまんで並縫い（B法）を実施し、被験者 2名について、各

製作過程での意識調査を行った。評価は 5 段階として 1 点から 5 点に得点化した。結果を Fif.9

に示す。「まち針の止めやすさ」「並縫いに自信を持てた」のは B法であったが、「縫い目が揃った」

のは A 法であり、どちらの枚数においても「縫い目がまっすぐになる」や「布が厚いと感じる」

に差はなく、所要時間は A 法において短かったことから、製作者の意識においては布の扱い方に

よる影響はないと考えられた。 

②A 法による製作における官能検査 

 被験者 4名による 5種類の布を用いた腕カバー製作過程のおける官能検査を実施した。aから d

で被験者の別を示し、5 種類の布の評価ができるように被験者と布の組み合わせを操作した。評

価は 5段階として 1点から 5点に得点化し、結果を Fig.10 に示す。被験者 aは 9＞16、b は 12＞

9＞2、cは 2≧14、d は 2≧14＞16 となり、全体として 12＞9＞2≧14＞16 の順の評価が得られた。 
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 製作に要した時間の結果を Fig.11 に示す。被験者 aは 9＞16、b は 12＞9＞2、cは 2＞14、d は

14＞2＞16 となり、全体として 12＞9＞2≧14＞16 の順に製作に要した時間は短く、約 25 分で製

作できることがわかった。また、製作における縫いやすさと所要時間は同じ結果を示し、縫い糸

を引き締めることによるヒートセットを利用した教材布は、比較的薄地で、軽く、柔らかい平織

布の市販ポリエステル布が良いといえる。 

③仕上がった作品についての評価 

 仕上がった作品についての評価を Fig.12 に示す。「仕上がりの美しさ」「使いやすさ」「嗜好」

のすべてにおいて高得点であったのは試料番号 9であった。しかし、「仕上がりの美しさ」と「嗜

好」は試料番号 16 と 2 においても比較的良好であるが、これらの布は腕カバーの機能として求め

られるはずの収縮効果が低いことから（Fig.4、Fig.5 を参照）、「美しさ」と「嗜好」には、布の

デザイン的要素の関与が大きいことが推察され、製作作品を使用するという観点からは、試料番

号 12 や 9 のような、市販布としては中程度の厚さで柔軟性のある布が適していると考えられる。 

 

3. 被服材料の特性に着目した実験教材を用いた教員養成大学における実験授業 

２章で述べた実験の結果と考察をもとに、被服材料の特性に着目した実験教材を用いた教員養

成大学における実験授業を実施した。以下に、実験授業の概略と結果および課題を述べる。 

3.1 被服材料の特性に着目した実験教材－熱可塑性（：ヒートセット性） 

被服材料に必要な性能について、日下部は以下の５つの性能に整理している 6)。 

1. 機械的性能：引張り強さ、引裂き強さ、摩耗強さ、破裂強さ、衝撃強さ、耐疲労性 

2. 外観・形態的性能：ドレープ性、ピリング性、防しわ性、プリーツ保持性、W&W 性、 

         収縮性、染色堅ろう性 

3. 保健衛生的性能：含気性、吸湿性、吸水性、透湿性、通気性、乾燥性 

4. 風合い性能：剛軟性、帯電性 

5. 理化学的性能：耐熱性、耐候性、耐薬品性、染色性 

被服は、使用（着用）目的に照らして上記の性能を備えた材料（繊維－糸－布）を構成し製作

された複合体といえる。 

熱可塑性（：ヒートセット性）は、日常生活におけるアイロン・プレスの作業において確認が

できる現象である。縫製途中あるいは最終の仕上げ等で行われるアイロン・プレスの作業は繊維 

の熱可塑性を利用して行われるもので、加熱、加湿、加圧により、縫製品の仕上げ効果を高める

手段である。資料１に各繊維の適正アイロン温度を示す。なお、当て布をした場合、布面にあた

る温度は約 10℃下がる。アイロンの効果には布地の組織、密度、厚さ、加工の有無等も影響する。 

ポリエステルは、ポリエチレンテレフタレート（PET）が、エチレングリコールとテレフタル酸

の縮重合によって合成され、反応終了後いくつかの段階を経て溶融紡糸し、熱延伸・熱固定して 
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フィラメントを得る。PET は耐熱性がよく、空気中では 200℃位まで変色や熱分解を起こさない。

吸湿性は標準状態で疎水性であり、W&W 性の必要な製品に利用されることが多く、湿潤時でも

力学的特質は変化しない。PET のヤング率は綿や麻の値に近く、綿や麻と混紡されて製品化され

ることが多い。ポリエステルの材料としての特性である熱可塑性が W＆W 性、イージーケア性等 

のアイロンかけを必要としない手入れのしやすさや管理の簡便化に反映し、多様な被服製品が開

発されている。 

3.2 被服材料の特性に着目した実習教材に関する先行実践 

被服材料の特性に着目した実習教材として、羊毛の特性を生かしたホームスパンやフェルトづ

くり、身近な薬品を使った綿や麻のマーセル化染色や藍染め等をあげることができる。いずれも

天然繊維の特性に着目した実習教材であり、管見のかぎり合成繊維の特性に着目した実習教材の

先行研究は見当たらない。また、熱可塑性に着目した実習教材の開発も見当たらない。この理由

として、アイロン・プレスは被服製作の過程や仕上げ等に使用されることが多い点が考えられる。 

 また今回開発した教材の場合、ポリエステルの熱可塑性を利用してアイロン・プレスを用いて

「しわ」「プリーツ」を固定するため、「玉結び」「並縫い」は「しわ」「プリーツ」をつくるための

作業であり、「しわ」「プリーツ」が固定された段階で「玉結び」された「並縫い」のもめん糸を

抜糸することにより、実習教材の完成となる。完成した腕カバーには、アイロン・プレスによる

「並縫い」の効果による「しわ」「プリーツ」が安定・固定が反映するものの、「並縫い」の糸目や

「玉結び」は布の両面に一切残らない。「しわ」「プリーツ」をつくるため補助手段として「並縫い」

「玉結び」が位置づいている。一般的に製作実習は、「縫う」「玉結び・玉どめ」等の積み重ねの上 

に実習教材が完成するのに対して、今回開発した教材の場合、解くこと・解体することを前提と

した「並縫い」「玉結び」の効果を位置づけ、製作過程の多様な展開の理解を通して、構成物に対

する認識の広がりや深まりを目的としている点で、実習教材として新しい提案となっている。 

 なお、解くことや解体する過程を踏まえた実習教材については、リフォームや修繕等に関する

実習教材が開発されているものの、被服材料の再構成・再利用等に重点が置かれているといえ、

被服材料の特性に着目する視点と結びつけた実習教材の開発は見当たらない現状にある。 

資料 1 各繊維の適正なアイロンの温度 

温度 繊維の種類 

180～210℃（高温） 綿・麻 

140～160℃（中温） 絹・毛・レーヨン・キュプラ・ポリノジック・ポリエステル 

80～120℃（低温） アセテート・トリアセテート・プロミックス・ナイロン・アクリル・ 

アクリル系・ビニロン・ポリプロピレン・ポリエチレン・ビニリデン・

ポリウレタン・ポリクラール 

アイロン不可 ポリ塩化ビニル 
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3.3 実験授業の概略 

3.3.1 実験授業の概略 

実験授業を実施した科目：小学校教科学（家庭） 

実験授業を実施した日時：第１回 2015 年１月 23 日（金） 

第２回 2015 年 1 月 30 日（金）の計２回（各 90 分） 

実験授業を実施した場所：愛知教育大学 第１共通棟 108 教室 

実験授業を受講した学生：家庭専攻・家庭専修、技術専修の学生（２年生） 

実験授業で用いた材料・用具 

 市販ポリエステル布（６種類：学生の好みで選択。布端はロックミシン処理し筒状に縫製済） 

 もめん糸、縫い針、針さし、はさみ 

 アイロン（コードレスアイロン：Panasonic NI-WL402：2 台、TOHIBA TA-FV410：2 台） 

 アイロン台、霧吹き 

3.3.2 実験授業の内容 

 実験授業の実施内容は、以下の通りである。 

資料２ 実験授業（第１回・第２回）の授業内容 

第１回実験授業 授業内容 

現状把握 受講学生は学生自身の経験・現状を振り返るワークシート（自由記述）に記入。

（「好きな家事・嫌いな家事トップ３」「衣服・被服・衣生活に関わる好きな家事・

嫌いな家事トップ３」「『布』に対するイメージ」「知っている『布』に関する知識・

技術」「知りたい『布』に関する知識・技術」） 

「アイロンかけ」

について 

インターネットで「家事」「嫌い」「ランキング」をキーワード検索すると、さま

ざまな調査結果を得ることができる。参考資料として 3 例を挙げ、「嫌い」「苦手」

のトップ３に「アイロンかけ」が位置づくことを確認する。「アイロンかけ」を 

「嫌い」「苦手」とする背景や事情を探り家事と社会・生活・個人の関係を考える。

「家事活動」とは 『新板 家政学事典』（2004 年、177 頁）に記述されている「家事活動」の定義を

補足説明し、「家事活動」について考える。（以下は、定義に関する抜粋箇所） 

 家事活動（household activity）とは、生命の維持や再生産にかかわる生活運営活動のうち、

①無償で行われている活動で、②自己の身体に直接かかわらないもの、を汎称した活動である。

これからわかるように、たとえば家族や自分のために無償で行う調理や、育児や介護で「食べ

させる」活動は家事活動だが、自分が食べるという活動は家事活動ではない。当然、家族の有

無にかかわらず、単身者にも存在する。 

「家事の分担」 「ハッピー“家事シェア”ライフ」（『あさイチ』2014 年 10 月 8 日放送）を 20 分視聴。

（概要：共働き世帯は専業主婦世帯の 1.4 倍。共働き世帯の家事分担は女性に集中し、妻の家事

時間が 1 日 186 分であるのに対し夫は 12 分。共働き世帯の妻の 6 割が現状に対して不満を抱



― 83 ― 

いている現状を説明。夫と妻の家事に関わる会話を交えた家庭生活の具体的な様子を紹介。） 

映像を視聴しながら、気がついたこと・考えたことをワークシートに記入。 

小学校学習指導

要領と対照する 

小学校家庭科の目標、学年の目標を確認。併せて、小学校家庭科の内容について

確認。衣食住に関わる実験・実習を家庭生活・家事活動の単元と連続・連結させ、

総合的・実践的な認識と技能の形成をはかる意義について説明。その事例として

次回授業において製作する実習教材で用いる技術「アイロンかけ」「並縫い」「玉

結び」が日常生活のどのような場面で用いられているかを家庭生活・家事活動と

関連づけて補足説明。 

次回の予告 

 

 

 

次回、被服材料の特性に着目した実習教材「腕カバー」の製作を行うことを予告。

「腕カバー」に使用する製作前後の実物標本を提示しながら、使用する材料・用具

を説明。「アイロンかけ」に関わって、補足資料として「被服材料に必要な性能」

「アイロン・プレス」「耐熱性繊維」を説明。最後に、コメントシートに記入。 

第２回実験授業 授業内容 

前回の想起と実

習の手順の確認 

ポリエステルの材料として有する特性である 

「熱可塑性」について日常生活と関わらせ説明。 

アイロンを用いて「熱可塑性（ヒートセット性）」 

を生かした実習教材（腕カバー）の製作を行う 

ことを製作前後の実物標本を提示しながら説明。 

使用する材料・用具に関する確認と説明。 

糸の取扱いとして「１本どり」「２本どり」「玉 

結び」の確認と説明。「並縫い」の説明と確認。 

安全指導として「アイロンの取扱い」「針の取扱 

い」を確認し、各自実習に取り組むよう指示。 

製作実習 （上下縫いしろの始末、および筒状にミシン縫い。 

縫いしろについては全てロックミシンをかける。） 

① 縫いしろ等を始末してある布（２枚）を用意。 

② 糸は２本どりで玉結びをし、並縫いをする。 

並縫いを終えたら、3cm 位の糸を残して切る。 

③ 好みの「しわ」「プリーツ」をイメージして 

繰り返し必要な並縫いをする。 

④ 全ての並縫いを終えたら、3cm 位残してある 

 糸を引き締めながら、「しわ」「プリーツ」を 

 つくる。 
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⑤ 長さ方向にようにして「しわ」「プリーツ」の 

方向を整え、アイロンをかける（中温）。 

⑥ 熱がとれるまで重しをのせておき、最後に玉 

結びをつまんで糸を引きぬく。 

まとめと評価 製作実習を位置づけた家庭科の単元とカリキュラムについてまとめの話をする。

製作実習に関する評価を自由記述で記入する。授業のコメントシートに記入する。

 

3.4 実験授業の結果と課題  

実験授業の結果と課題について、実験授業終了後に実施した自由記述による学生の感想・コメ

ント・意見等をもとに結果と課題について述べる。 

3.4.1 裁縫の基礎の習得 

腕カバーの製作において使用する技術は、「玉結び」「並縫い」「アイロンかけ」の３種類であり、

このうち裁縫の技術は「玉結び」「並縫い」の２種類のみである。玉結びを忘れずにつくり、縫い

目の大きさは「5mm～8mm」の範囲で均等の縫い目で並縫いをするように指示し、イメージする

（好みの）「しわ」「プリーツ」に応じて、並縫いの回数や範囲を各自で決定し、作業をすすめた。 

「並縫いが均等にできた」「玉結びが上手くなった」等の自由記述が８割を越え、並縫いをする

箇所の長さは短いとはいえ、玉結びと並縫いを繰り返すことにより基礎技術の習得と技能の向上

を実感できる実習の機会となったことが確認できた。 

一方、「アイロンかけ」については、「アイロンかけが上手くできた」「『しわ』が上手くついた」

等の自由記述は「玉結び」「並縫い」に比べて少なく、５割程度の記述にとどまった。この理由と

して、第１回目の授業の冒頭において学生が記入したワークシートにある「衣服・被服・衣生活

に関わる好きな家事・嫌いな家事トップ３」に、「洗濯」にまつわる家事と並んで「アイロンかけ」

が挙げられていることと深く関与していると思われる。多様な材料や装飾が施された衣服・被服

の利用が日常着に浸透する現代の衣生活において、ファッショナブルな日常着の洗濯や手入れに

必要な知識や技術についての判断が困難になっており、手入れや管理の最終段階であるアイロン

かけは一層のこと判断が困難になっていることが要因になっていると考えられる。また、日常着

のなかでもアイロンかけを必要とする頻度が高いワイシャツやブラウス等については、クリーニ

ング店の利用が多いことも要因になっていると思われる。ポリエステルの特性である熱可塑性を

利用した日常着として、「ノンアイロン」「アイロンかけ不要」「形態安定」等のシャツは衣生活に

おいて「アイロンかけ」の手間や時間等の縮小に貢献しているといえる反面、材料の特性をよく

理解しないことが手間や時間等の増大となりかねないともいえる。 

「アイロンかけ」について、「アイロンかけ」の基礎技術と「アイロンかけ」に関連する知識を 

具体的な生活場面を設定した教材研究を行うことが今後の課題として残されたといえる。 
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3.4.2 実習題材「腕カバー」に対する評価と課題 

実習題材「腕カバー」に対する学生の評価（コメントシートの自由記述）は概ね好評であった。

以下に、学生の記述をもとに述べる。 

まず、実習題材の手順や方法に関わって、次のような記述があった。「単純な手順でちゃんと使

えるものができたことがすばらしい」「単純な作業の繰り返しで、思ったよりもキレイにしわがつ

くれて良かった。子どもたちにもできそうだと思った」「できたときは、とても達成感があった」

「ポリエステルの布の性質を知ることができた。ゴムを使わないということが利点だと思った」「ア

イロンの使い方に気をつける必要がわかった」「細かく縫ってアイロンをかけると、店で売ってい

るようなクシャクシャとなった布になったので、おもしろいと思った」「布にしわをつけるという

活動は初めてだったが、とても簡単に製作ができてとても面白かった！」「普通は糸で縫って、そ

れによって完成させていくけど、最終的には糸を抜いた状態で完成するという作品で、おもしろ

いなと思う」「家庭科の実習では、縫って組み立てていくことでものができるものが多く、解いた

ら完成するというアームカバーの作り方は新しいなと思った」等である。記述から、単純な作業

の中で技術が習得され技能が高まる手順や方法の順序性、実習題材の材料としてポリエステルの

布を選択した妥当性、実習題材の製作過程の意外性と興味関心への貢献性等の評価を確認できた。 

次に、子どもたちが学ぶ実習教材としての評価に関わって、次のような記述があった。「単純な

作業の繰り返しで、思ったよりもキレイにしわがつくれて良かった。子どもたちにもできそうだ

と思った」「簡単な並縫いとアイロンがけで作ることができるので、小学生でも楽しく取り組める

と思った。また、並縫いと縫い目の幅を変えたり、縫っていく間隔を変えたりすることで、個人

個人で違うものができるので、上手や下手を比べることがなく良いと思う」「子どもたちにものづ

くりの楽しさがカンタンに伝わると思う」「並縫いだけでできるし、玉どめもしなくていいので、

アイロンや針など注意しなければならないことはあるけど、小学生でも比較的簡単にできるので

はないかと思う」「実習を通して、玉結びや並縫い、アイロンの使い方も同時に学習できるので、

いい教材だと思った」「ポリエステルの性質を利用した作品であるが、小学生には魔法のように思

える楽しい作品だと思う。並縫いの幅や縫うラインの幅を変えることで、しわの形状が変わるの

が楽しいところでもあり、学べるところであると同時に、苦手な児童でも前向きに取り組めると

思う」「今までやってきた裁縫とは変わった、布の性質や縫うことの特性、アイロン熱を利用した

方法であり、初めての体験であった。このような教材であれば、時間を多くかけずに多くの性質

を学ぶことができる」等である。記述から、実習題材が子どもたちの技能の向上や製作実習に興

味関心を深めることに対応できる可能性、製作実習の中に意図的に実験（今回はポリエステルの

熱可塑性について製作実習を通して実験→検証）を位置づけることで「もの」の構造や成り立ち

を理解できる可能性への言及等、実際の授業展開場面や子どもたちを想定した評価を確認できた。 

アイロンかけの不十分さから「上手くしわがつかなかった」と記述した学生においても、「ポリエ

ステル布の性質を理解できたので再度アイロンがけをしたい」と実習教材への理解を確認できた。 
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4. おわりに 

被服材料の特性のひとつである熱可塑性に着目し、製作実習に向けての実験を行い、実験結果

をもとに腕カバーの実習教材について実験授業を実施した。 

 実験授業を通して実習教材に取り組んだ学生の評価から、実習教材の開発にあたり目的とした

被服材料の特性や成り立ちの理解を基盤とした実習教材の有効性や可能性が確認できた。また、

実際に布や糸等のテキスタイルがもつ心地よい触感を体感しながら、道具等を用いて頭を使って

考え、手や体を駆使して創意工夫を重ねて材料を加工したり、変成したり、構成したりする中で、 

人体に最も身近な環境を形成する被服や衣服の役割について実感を伴いながら学習する製作実習

の意義を内包する実習教材であることが確認できた。 

 今後の課題として、「アイロンかけ」に関する指導内容について、より具体的な検討が残された。 

また、被服材料の特性に着目した実習教材について引き続き開発をすすめることが課題である。 

 

 

 

付記 

本稿の一部は日本家政学会第 66 回大会研究発表会（北九州、2014 年 5 月）において研究報告

（口頭発表「ポリエステル布を用いた教材の開発」）を行った。本研究の成果は『家庭科総合カタ

ログ 2015』（優良教材株式会社：〒344-0064 埼玉県春日部市南２丁目 1-31）に採用が決定し、

掲載予定である。 
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